
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称 令和７年度第１回市史編さん委員会 

開 催 日 時 令和７年７月１４日（月）午後３時００分～４時００分 

開 催 場 所  伊勢崎市図書館２階集会室 

出 席 者 氏 名 

（委員）三好委員長、二上副委員長、相川委員、青木委員、 

桜井委員、宮崎委員、前澤委員、野口委員、田貝委員、三井委

員、栗田委員、村岡委員、永島委員、星野委員、定方委員 

（オブザーバー）吹上文化財保護課長 

（事務局）田部井教育副部長、和佐田図書館課長、町田奉仕係

長、勢藤市史編さん室長、和久市史編さん室係長、五十嵐主事 

 

傍 聴 人 数  ０人 （公開） 

会 議 の 議 題 

（１） 令和６年度の活動報告 

（２） 令和７年度の活動予定について 

（３） 特別編の刊行について 

会 議 資 料 の 内 容 

（１） 令和６年度の活動報告 

（２） 令和７年度の活動予定について 

（３） 特別編の刊行について 

会 議 に お け る

議 事 の 経

過及び発言の要旨 

１． 開会 

２． 報告 

●令和６年度の活動報告について 

資料に基づき、事務局より令和６年度における市史編さん

の活動報告を行った。 

（質 疑） 

委員  シンポジウムについて、小中学生からの質問が多く寄せ

られているが、どのように宣伝を行ったのか。 

事務局 図書館のカウンターで質問用紙に記入していただく形で

質問を募集した。図書館を利用する方々の目に留まるこ

とになり、結果幅広い世代から質問が集まった。 

委員  報告された活動の中で調査を数多く行っているが、新た

に発見された資料の中で着目すべき資料はあるか。 

事務局 新たに発見された資料としては、境平塚区で管理されて

いた河岸関係の文書や、八甲田山雪中行軍で有名な福島

泰三大尉に関する資料が挙げられる。 

３．協議 

●令和７年度の活動予定について 

資料に基づき、事務局より令和７年度における市史編さん

の活動予定について説明を行った。 

（質 疑） 

委員  戦後80年収蔵資料展では、具体的にどのような資料を展

示するのか。 

事務局 戦災範囲を記した市長用の都市計画図や、議会での復興

に関するやり取りが分かる資料、板垣源四郎市長の日記

等の展示を予定している。 



委員  空襲について市民自らが調べるような団体はないのか。 

事務局 「伊勢崎空襲を語り継ぐ会」が活動を行っている。展示

と合わせて「紙芝居で語る伊勢崎空襲」という企画を行

うため、こちらもご参加いただきたい。 

委員  ３月に行うシンポジウムについて、浅間山の噴火と女堀

には関連性があるのか。 

事務局 諸説があり、必ずしも関連があるとは言えない。災害に

ついて触れることで、日々の生活に寄り添うようなシン

ポジウムにしていきたい。また、今回は学生の方の参加

も考えており、活動の中で扱うテーマについては変更す

る可能性もある。 

 

●特別編の刊行について 

資料に基づき、特別編の刊行ついて説明を行った。 

（質 疑） 

委員  章名に松村一昭「氏」とあるが学問的に敬称は付けない

方がよいのではないか。 

事務局 敬称についてはご意見を伺った上で今後整理していきた

い。 

  

  ●特別編の刊行については、事務局案のとおり承認された。 

４．閉会 

次回令和８年３月開催予定。 

 


